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町
長
は
、　

月
１２

定
例
議
会
に
お

い
て
観
光
中
核
施
設
整
備
事

業
の
凍
結
を
、
ま
た
、
今
議

会
で
は
、
「
観
光
中
核
施
設

の
中
止
、
会
議
場
施
設
を
断

念
す
る
こ
と
に
よ
り
白
紙
」

と
報
告
し
た
。

　

こ
の
決
断
は
、
町
長
が
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
民

主
的
行
政
運
営
を
自
ら
否
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
財

政
法
第
４
条
に
抵
触
す
る
こ

と
か
ら
、
「
白
紙
」
と
決
断

す
る
町
長
の
政
治
姿
勢
・
政

治
判
断
の
責
任
は
極
め
て
大

き
い
と
考
え
る
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
に
も

明
記
さ
れ
て
い
る
「
観
光
中

核
施
設
の
整
備
」
を
は
じ
め 

と
す
る
「
ひ
ら
ふ
高
原
地
区

都
市
再
生
整
備
計
画
の
取
り

組
み
と
そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

平
成　

年
、
当

２６

初
の
整
備
計
画

を
策
定
し　

事
業
、
総
事
業

１２

費
９
億
４
０
０
０
万
円
で
国

へ
提
出
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
は
、
未

２８

１２

実
施
や
遅
れ
の
あ
る
６
事
業

を
除
外
し
、
計
画
変
更
と
し

た
。

　

観
光
中
核
施
設
は
、
実
施

設
計
完
了
後
、
平
成　

年
度

２９

中
に
計
画
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
総

事
業
費
は
７
億
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
２
月
に
は
、
観

３０

光
中
核
施
設
を
中
止
し
た
た

め
、
こ
れ
を
除
外
し
２
回
目

の
計
画
変
更
を
行
っ
た
。

　

結
果
、
最
終
的
に
５
事
業
、

総
事
業
費
１
億
１
８
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

　

最
終
実
施
し
た
事
業
は
、

ニ
セ
コ
山
田
線
道
路
改
良
工

事
、
案
内
サ
イ
ン
整
備
、
街

路
灯
整
備
事
業
、
事
業
効
果

分
析
調
査
、
屋
外
広
告
物
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
事
業
、

観
光
中
核
施
設
（
１
６
０
０

万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
中
核
施
設

の
総
括
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
「
ひ
ら
ふ

高
原
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
検

討
会
」
「
国
際
リ
ゾ
ー
ト
都

市
づ
く
り
委
員
会
」
「
ひ
ら

ふ
地
区
駐
車
場
再
整
備
に
係

る
有
識
者
会
議
」
「
住
民
説

明
会
」
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
さ
ら
に
は
庁
舎
内
「
ニ

セ
コ
ひ
ら
ふ
エ
リ
ア
に
お
け

る
観
光
施
設
の
整
備
検
討
Ｐ

Ｔ
」
な
ど
の
積
み
上
げ
を
町

長
に
意
見
具
申
す
る
間
も
な

く
、
そ
の
決
断
に
至
っ
た
の

か
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
法
第
４

条
（
※
）
を
根
拠
に
言
う
が
、

４
３
９
４
万
円
の
公
費
支
出

の
責
任
は
重
た
い
の
で
は
。

今
回
の
中
核
施

設
に
つ
い
て
２

回
の
不
落
札
、
大
幅
な
事
業

費
の
捻
出
も
踏
ま
え
る
と
積

み
上
げ
た
こ
と
は
大
事
で
あ

る
が
、
更
な
る
財
政
負
担
が

伴
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

法
令
の
条
文
の
通
り
、
最
小

限
で
最
大
の
効
果
を
発
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
ま

り
に
も
支
出
が
伴
い
、
今
回

に
つ
い
て
は
取
り
や
め
た
。

今
議
会
で
、「
特

別
職
の
給
与
の

減
額
に
つ
い
て
」
の
条
例
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
「
一
連

の
経
過
に
対
す
る
理
事
者
と

し
て
の
責
任
を
痛
感
し
…
」

と
あ
る
。
懲
罰
に
値
す
る
き

ち
ん
と
し
た
理
由
が
な
い
。

条
例
提
案
に
は
不
備
が
あ
る

と
思
う
が
。

政
策
的
に
積
み

上
げ
て
き
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
を

し
て
き
て
問
題
が
な
か
っ
た

と
判
断
し
て
い
る
。　
　

　

私
と
し
て
一
定
の
責
任
が

あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
サ
ン

ス
ポ
の
条
例
廃
止
の
見
直
し

も
二
転
三
転
し
て
き
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
今
後
の

行
政
運
営
を
す
る
た
め
に
も
、

責
任
感
を
含
め
て
減
額
の
条

例
提
案
を
し
た
。

　

今
ま
で
の
政
策
に
つ
い
て
、

更
な
る
検
証
を
し
、
今
後
に 

向
け
て
組
み
立
て
、
事
業
に

つ
い
て
は
地
域
と
話
し
合
い

を
し
て
取
り
組
み
た
い
。
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町
長

ひ
ら
ふ
高
原
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
は

　
　
　
　

地
域
と
話
し
合
い
取
り
組
み
た
い

町
長

中止となった観光中核施設建設

（イメージ図）

※
地
方
財
政
法  
第
４
条

　

地
方
公
共
団
体
の
経

費
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
必
要
か
つ

最
少
の
限
度
を
超
え
て
、

こ
れ
を
支
出
し
て
は
な

ら
な
い


